
 

 

 

 

 

【改正された海上交通安全法について】 

既にご存じのとおり、海上交通安全法（以後、「海交法」といいます）の一部

が改正となり、令和３年７月１日から施行されました。今回の改正は、台風等の

異常気象の際の海難を防ぐ、というよりは走錨等により陸上の重要施設が損害

を受けることを防ぐことに主眼を置いた改正で、海上保安庁長官（実際の通報は

管区海上保安本部長名となっています）が避難勧告等をすることが可能となり

ました。特筆すべきは、小型船であっても東京湾のみ避難勧告の対象となる場合

がある、ということです。そのことにスポットを当てて今回の改正内容の一部を

見ていきたいと思います。 

 

１．対象となる船舶について（添付リーフレット抜粋を参照してください） 

今回の施行に先立ち、各海域で関係者が集まり協議会を開催して個別に各種

検討を行っています。その中で東京湾の協議会においては過去の東京湾におけ

る強風下での海難データを分析した結果、（バラストを含めた）載荷重量が１

０％に満たない船舶が（喫水が浅いため受風面積が大きくなり）走錨しやすい傾

向があることから、対象の船舶として追加しています（注：東京湾以外の海域で

は「対象船舶」という言葉をリーフレット等で使用していますが、東京湾では追

加対象船舶も含め「高リスク船等」という表現を使用しています）。 

東京湾のみ対象となる船舶が追加されている理由について、第三管区海上保

安本部交通部航行安全課に確認したところ、港則法によるローカルルールのよ

うな明確な海域特有の理由があるわけではなく、また今後の海難発生状況等に

より対象船舶が変更となる可能性があるとのことです。なお、載荷重量１０％と

いうのはバラスト水等を含んだ割合であり、空船であってもバラスト水を搭載

し船長が安全に避泊できると判断した場合には高リスク船等には該当しません。 

 

２．入湾回避の勧告について 

東京湾においては、 

①高リスク船等に関しては湾外避難・入湾回避等の勧告が発令された直後以降 

②高リスク船等以外に関しては勧告の発令後、台風の強風域が東京湾に到達す

る１２時間前以降 

の入湾を回避することが勧告されることとなっています。この中で高リスク船

等以外の船舶の入湾回避について、例えば航海計画の段階ではリミットより前
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に入湾する計画であったが、想定以上の風浪等により到着が遅れた場合につい

ては、そのまま入湾が認められるとのことです。 

 

３．勧告及び命令の違い 

リーフレットの勧告に関する記述の枠外に「勧告に従わない船舶に対しては、

「退去」等を命令する場合があります。」という記載があります。法律的な専門

用語で言いますと、「勧告」は強制力のない行政指導と言われるものですが、「命

令」は法律に基づいた強制力のある（当然従わない場合の罰則規定もあります）

措置となります。行政指導というのは日本独特の風習らしいですが、台風等から

の避難は時間との勝負でもあります。万が一、勧告を受けるような状況になった

場合には、特段の理由がなければ勧告の段階で指示に従うべきだと思います。 

 

【編集後記】 

以前にも記述したことがあると思いますが、現在異常気象と呼ばれているも

のが今後は当たり前のように発生する可能性を指摘している専門家がいます。

海上運送は海の上という不安定な環境の下に鉄の塊を浮かべて行うことから、

気象・海象といった自然との折り合いをつけながら、運航する必要があります。 

これからも無理をせずに、安全運航・安全荷役をお願いします。 

（完） 
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第三管区海上保安本部作成のリーフレット（抜粋） 
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